
橋がつなぐ　みんなの未来

http://www.jasbc.or.jp/

読者の皆さまの気になる橋をご紹介ください。ご当

地自慢の橋、その橋にまつわるエピソード、橋の疑

問などなど、橋にまつわる事なら大歓迎です。

宛　先

訪れる人の
気持ちもあたたかく
してくれます。

1
9
9
8
（
平
成
10
）
年
に
完
成
。
3
径
間
2
ヒ
ン
ジ
補
剛
吊

橋
（
側
塔
付
き
）
で
2
車
線
、
全
長
は
1
3
8
0
m
。
室
蘭
港

に
出
入
船
を
考
慮
し
海
面
か
ら
桁
下
ま
で
の
高
さ
は
約
54
ｍ
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
主
塔
部
の
基
礎
岩
盤
が
非
常
に
深
い
た
め
、

特
殊
な
工
法
が
採
用
さ
れ
、
湾
口
に
架
設
さ
れ
て
厳
し
い
季
節

風
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
過
酷
な
環
境
に
あ
る
た
め
、
耐
候
性
、

耐
塩
害
性
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
塗
料
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年
に
開
通
。
橋
長
8
6
0
ｍ
、
海
面
か
ら
の

高
さ
は
1
7
5
ｍ
。
航
行
船
舶
が
多
い
横
浜
航
路
を
横
断
す
る
工

事
で
航
行
船
舶
の
安
全
を
含
め
、厳
し
い
条
件
を
乗
り
越
え
た
工

事
で
し
た
。
架
橋
地
点
の
海
底
は
支
持
層
が
深
く
、
従
来
の
工
法

で
は
工
事
が
困
難
な
た
め
、新
た
に
開
発
し
た
大
口
径
掘
削
機
が

投
入
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
9
8
（
平
成
10
）
年
に
8
年
間

の
工
事
を
経
て
開
通
し
ま
し
た
。
橋

長
は
、
名
港
西
大
橋
は
7
5
8
m
、

名
港
中
央
大
橋
は
1
1
7
0
m
、名

港
東
大
橋
が
7
0
0
m
で
す
。
こ
の

う
ち
名
港
西
大
橋
は
世
界
で
も
珍

し
い
長
大
並
列
橋
で
、そ
の
間
隔
は

風
洞
実
験
に
よ
り
風
の
影
響
を
受

け
に
く
い
50
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

白
鳥
大
橋

は
く
ち
ょ
う
お
お
は
し�

北
海
道

室
蘭
市

道
の
駅
「
み
た
ら
室
蘭
」
か
ら
約
0.5
km

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

よ
こ
は
ま

神
奈
川
県

横
浜
市

道
の
駅
「
箱
根
峠
」
か
ら
約
78
km

　
首
都
高
速
道
路
湾
岸
線

の
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、

横
浜
港
本
牧
ふ
頭
と
大
黒

ふ
頭
を
結
び
、
横
浜
港
を

横
断
し
、
隣
接
の
同
線
上

の
鶴
見
つ
ば
さ
橋
と
並
ん

で
横
浜
港
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
存
在
。
2
層
構

造
の
斜
張
橋
で
、
上
層
は

首
都
高
速
道
路
、
下
層
は

国
道
3
5
7
号
線
で
、
橋

の
下
は
大
型
船
が
往
来
す

る
横
浜
国
際
航
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
橋
が
開
通
す
る
ま

で
の
物
流
メ
ー
ン
ル
ー
ト

は
横
浜
、
川
崎
、
都
心
部

な
ど
交
通
渋
滞
区
間
を
通

過
し
て
い
ま
し
た
が
、
開

通
後
は
横
浜
港
を
ま
た
い

で
直
接
通
行
で
き
る
ル
ー

ト
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
横
浜
市
内
の

物
流
関
連
交
通
の
効
率
化
、

横
浜
都
心
部
の
渋
滞
緩
和
、

環
境
の
改
善
な
ど
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

で
は
、
主
塔
上
部
は
毎
時

20
分
か
ら
30
分
、
50
分
か

ら
00
分
の
間
、
白
色
か
ら

青
色
に
変
わ
り
、
時
を
知

ら
せ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
お
勧
め
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
は
港
の
見
え
る
�

丘
公
園
。
ま
た
、
横
浜
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
、鶴
見
つ
ば
さ

橋
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
山
下

公
園
発
着
の
観
光
遊
覧
船

か
ら
は
雄
大
な
橋
の
全
容

を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

名
港
ト
リ
ト
ン

め
い
こ
う

愛
知
県
東
海
市

・
海
部
郡
飛
島
村

道
の
駅
「
立
田
ふ
れ
あ
い
の
里
」
か
ら
約
22
km

　
白
鳥
大
橋
は
、
室
蘭
湾

の
入
り
口
絵
鞆
半
島
先
端

の
祝
津
と
対
岸
を
結
ん
で

い
る
、
国
道
37
号
線
に
架

か
る
関
東
以
北
で
は
最
大

の
吊
橋
。
横
か
ら
み
る
と
、

白
鳥
が
翼
を
広
げ
た
よ
う

な
美
し
い
姿
を
し
て
い
る

こ
と
と
、
室
蘭
湾
は
白
鳥

湾
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の

で
こ
の
名
前

が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
内
の
ほ

と
ん
ど
の
と

こ
ろ
か
ら
眺

め
ら
れ
ま
す

が
、
祝
津
公

園
展
望
広
場

か
ら
は
室
蘭

岳
を
背
景
に

し
た
絶
景
が

楽
し
め
ま
す
。

　
中
で
も
圧

巻
な
の
は
夜

間
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
夜

空
に
く
っ
き

り
と
浮
か
び

上
が
る
白
鳥

大
橋
と
海
面
に
沿
う
よ
う

に
輝
く
J
X
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
室
蘭
製
油
所
の

灯
り
が
一
体
と
な
り
、
私

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

電
源
に
は
エ
コ
な
風
力
発

電
の
電
気
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
橋
は
建
設
の
構
想

か
ら
40
年
、
着
工
か
ら
足

か
け
14
年
の
歳
月
を
要
し

た
、
市
民
に
と
っ
て
悲
願

の
橋
。
す
ぐ
そ
ば
の
道
の

駅
に
は
白
鳥
大
橋
記
念
館

が
併
設
さ
れ
、
動
く
模
型

や
写
真
な
ど
で
白
鳥
大
橋

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　まだ完成していないというのに、東京

スカイツリーのライトアップの仮点灯に

は数百人の見物人が訪れ、点灯と同時に

歓声とため息がもれたとニュースが伝え

ていました。ライトアップには、訪れる

人の気持ちをなごませ、あたたかな気持

ちにさせる魅力があるのですね。

　アメリカではナイアガラの滝が約100

年前からライトアップされていたといわ

れていますが、

我が国での本格

的なライトアッ

プの始まりは、

1963（昭和38）

年神戸ポートタ

ワーとされています。また神戸では、

1995（平成7）年1月の阪神・淡路大震災

後に「復興神戸に明かりを灯そう」とい

うかけ声のもとに、亡くなった方々の鎮

魂と追悼、街の復興を祈念し、さらに震

災で激減した神戸への観光客を呼び戻す

目的で、神戸の冬を彩る荘厳な光の芸術

作品「神戸ルミナリエ」が開催され、そ

の後毎年催されるようになりました。

　東京で1989（平成元）年に、照明デザ

イナー石井幹子氏による東京タワーのラ

イトアップを機に、ライトアップが話題

となり、各地で建造物の他にも庭園、花見、

紅葉などのライトアップが定着するよう

になりました。

　最近では環境にも優しいLEDも使用さ

れるようになり、今年リニューアルして

ライトアップも一新された神戸ポートタ

ワーにもこのLEDが使用されています。

旅人　橋之助

ライトアップの始まり

橋のコラム

あなたの「気になる橋」を
お寄せください。

3

新シリーズ

Bridges bring our brighter future.
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13vol.

技術や機能の美しさを浮き彫りにするライトアップは、見る人の気持ちに訴えかけ、

見慣れた風景も、別の顔を見せてくれるはずです。
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名
古
屋
の
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
と
い
わ
れ
る
名
港
ト

リ
ト
ン
は
、
名
古
屋
港
を

跨
ぐ
伊
勢
湾
岸
道
路
東
海

I
C
〜
飛
島
I
C
間
に
連

続
し
て
架
か
る
三
つ
の
橋

の
愛
称
。
西
側
か
ら
名
港

西
大
橋
、
名
港
中
央
大
橋
、

名
港
東
大
橋
が
連
続
す
る

全
6
車
線
の
海
上
斜
張
橋

で
す
。
こ
の
規
模
の
海
上

斜
張
橋
が
３
つ
連
続
し
て

い
る
の
は
世
界
で
も
珍
し

い
事
例
で
、
名
古
屋
の
新

し
い
観
光
名
所
で
す
。

　
名
港
ト
リ
ト
ン
が
跨
い

で
い
る
名
古
屋
港
は
、
背

後
に
広
が
る
中
部
地
方
の

も
の
づ
く
り
産
業
の
物
流

を
支
え
、
そ
の
貿
易
額
は

我
が
国
全
体
の
10
％
前
後

を
占
め
て
い
ま
す
。
港
の

起
源
は
東
海
道
の
宿
場
「
宮

の
渡
し
」
と
い
わ
れ
、
江

戸
時
代
、
三
重
県
桑
名
ま

で
海
上
八
里
を
の
ん
び
り

船
旅
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
が
名
港
ト
リ
ト
ン
で

は
東
海
Ｉ
Ｃ
〜
飛
島
Ｉ
Ｃ

間
は
わ
ず
か
4
分
、
あ
っ

と
い
う
間
に
海
を
渡
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
名
港
ト
リ
ト
ン
は
、
名

港
西
大
橋
は
赤
、
名
港
中

央
大
橋
は
白
、
名
港
東
大

橋
は
青
の
三
色
に
色
分
け

さ
れ
、
名
港
中
央
大
橋
で

は
秋
の
紅
葉
、冬
は
炎
の
イ

メ
ー
ジ
な
ど
、四
季
折
々
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
演
出
が

さ
れ
て
い
ま
す
。ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
名
古
屋
港
金
城
ふ
頭
。

じ
っ
く
り
見
る
な
ら
湾
内
遊

覧
船
が
最
適
で
す
。


